
する機会を得た。子ども達とともに私たちも大

いに楽しんだ(写真)。

写真 .義j白金で開催されたキッズキャンプの終了後。バルセ

ロナとアトランタ五輪マラソンメダリストの有森裕子さんと
(2014年夏)

震災から 4年が経った今、スポーツによる支

援のあり方も変わる必要があると思う。

後災後、 地元の被災の情報や要望の発信を始

めたメディアをサポー トする S先生、ゼミ に所

属する学生が到'斤lを出し合って代表者を被災地

に派遣し、ゼ、ミで報告をし てもらっている W

先生、専門の立場から被災地にJ吐き、被災者の

相談にのっている l先生 ・・・ 。現在も学内で

多くの教職員が被災地を応援している。今後も

様々な形で被災地と共生していきたい。

(5) rふるさとの味」乙そがメデ、ィア。 フクシマのこと、忘れない、忘れさせない。

社会学部コミュニティマネジメント学科准教授 築地達郎

『はじめまして、いわきです!J 

「はじめま して、いわきです !J、「福島県の

うまいもんを味わって、被災地を応援しましょ

う !J一一。

原発事故からまだ 8ヶ月しか経たない 2011

年 11月 19日、 N羽田学舎から至近のショッピン

グモール 「フ才レオ大津一里IllJでは、福島県

いわき市から駆けつけた東日本国際大学の学生

と有志の龍大生でつくった学生チームが、声を

澗らして買い物客に呼びかけていた。

「第 l巨| 福島いわき復興物産展 in大津」。急

越スター卜したばかりの放射線検査をクリアし

た数多くの食品が、陳列台に並ぶ。試食品を口

にした買い物客らは、「うま しり「おいしい」 と

うなずきながらレジに列をつくった。

昧はメディア

福島第一原発から放出された膨大な誌の放射

性ガスは、原発の北と西の広大な地域を汚染し

ていった。 しかし、なんとい う運命のいたずら

か、南側にある中核市 ・いわき市はi肖レベルの
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写真①東日本国際大学の学生(右)も駆けつけ、大津市の

「フォレオ大津一塁山」の協力で実現した 「第 1回福

島いわき復興物産展in大津」。来場した龍大生たちも、

いわきの昧に舌鼓を打った。 (2011年 11月 19日

銀影)

汚染を免れ、以降、廃炉事業と避難者受け入れ

の鼠前線都市の役割lを担うことになった。

私たちが震災直後から展開し続けてきた「フ

クシマいわき物産復興プロジェクト」は、この

※ i 物産展では「祐U;-4)J、プロジェ クト名として

は「フクシマ」を用いている。後者には広汎な原発

事故被害やそれをもたら した社会梢造全般について

問題意識を持つプロジェク トであるという芯味を込

めている。



いわき市と関西を、 「ふるさとのl床」をメディ

アとしてつなごうという取り組みだ。j版五ポ1発去4半iド4れ吋j'

の記↑憶怠は風化の速度を力加11速させているが、それ

に抗って「忘れない、忘れさせない」をスロー

ガンに掲げて活動を続けている。

日常的な生産 ・消費サイクルにこそ

いわき市には震災以前から個人的に縁があっ

た。岡市で 2003年に創刊された小さな地域新

聞 「日々 の新聞J (安屯昌弘編集人)の立ち上げ

を少しだけお手伝いしたのがきっかけだった。

その地域に住む人々の人格を根こそぎ否定し

てしま う 州大人災日新聞発行支援のみならず、

何かお力になれないものか。 しかも持続性のあ

る形で。

原発事故被害の深刻さや政府の右往左往ぶり

に関する情報が日々伝えられる。それを見なが

ら、焦りにも似た感情の中で思いついたのが、

いわき市のうまいもんを関西に紹介するという

プロジェクトだった。

一過性の募金所助には抵抗感があった。むし

ろ、「おいしいから民う、安全だ、から食べる」

という生産 .i ì~ y'1のサイクルに結びつけ、 一方

が一方を助けるという栴造とは異なる、お互い

が少 しでも幸福になるような仕組みを作 りたい

と思った。

安竜編集人の紹介で・いわき商工会議所を訪ね

たのが5月31日。会議所でさらに東日木国際

大学の福迫昌之教授を紹介していただいた。福

迫先生のコーディネー トによ っていわき市の補

助金を得て実現したのが、第 l回物産展だった。

それ以来、毎年 11月にフォレオで物産展を

開催し続けている。フォレオには毎回無償で会

場を提供 していただいている。 この報告也が発

行されるころには第 5回物産展を終えているは

ずだ。

r6次化」に活路

この間に、いく つかの重要な進展があった。

何よりも大きいのは、いわき市fHリの向工事業

者の皆さんの連指組織が母体となって、いわき

市や福島県のうまいもんを高付加価値化 して流

通させることを目指す会社 「いわき福島復興オ

フィス J (池端達朗社長)が生まれたことだ。

池山W:長は民業生産者から一流シェフまでをつ

ないで、 地元一次産品の f6次化J (1次産業×

2次産業 x3次産業とし当う怠味)を追求している。

写真② 東日本国際大学(福島県いわき市)で開いた長初の

試食会。東日大生(右)、能大生(中)に、 i也元漁師

のまかない料理として食べられている「ぽーぽー焼

きJ(サンマのハンバーグ)を薦める池端達朗さん (左

=現 ・いわき福島復興オフィス) (2011年 8月24

回線影)

一方i泡大側では、社会学部コミュニティマネ

ジメン卜学科の PBL(プロジェクト型学習)科

1=1のrllに正課のプロジェクトと して 「フクシマ

いわき物産復興プロジェク卜」が位置づけられ

た。これまでに 100人ちかい学生が、なんらか

の形でプロジェクトに|剥わってきた。関西では

似発事故の記憶は急激に薄れているが、それに

抗うためにも正課での前動が維持できている こ

との(111日直は大きし3。

「支援する側・される側』を超えて

稲山第一原発の廃炉にはi詰低40年かかると

言われる。 原発周辺に、、中間貯蔵、、されている

放射性がれきなどの、、ilt終処分、、には、さらに

途方もない年月がかかるだろう。

支援する側 ・される側という関係を超えて、

私たちは瓦の意味で持続可能な連携を求められ

ていると思う。
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